
12月15日（木）、蓬田中学校の生徒が

ふるさと総合センターにおいて赤ちゃん

とふれあい体験を行いました。

生徒はやや緊張気味で、ミルクをあげ

たり、絵本を読んであげたりしていまし

た。中には、おしめの交換に挑戦してい

た生徒もいました。
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村
づ
く
り
を
目
指
し
て

蓬
田
村
長
　
古
川
　
正
隆

新年のあいさっ

村
民
の
み
な
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
ま

す
。国
土
の
大
部
分
を
占
め
る
農
山
漁
村
は
、
食
糧
供
給
、
大
気

浄
化
、
水
源
涵
養
、
土
壌
保
全
な
ど
国
民
の
生
存
を
支
え

る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
町
村
の
多
く
は
、
そ
の
よ
う
な
農
山
漁
村
地
域
に
在

り
、
住
民
と
と
も
に
、
国
土
を
支
え
、
文
化
の
基
層
を
支
え
、

自
然
を
活
か
し
、
新
た
な
地
域
産
業
を
創
り
出
す
と

い
う
、

様
々
な
活
動
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
、
国
の
財
政
事
情
の
悪
化
で
、
地
方
自
治
体
の
財
政
も

大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
合
併
が
急
速
に
進
み
町
村
の
数
が
減

新年のあいさつ　２

活
力
と
魅
力
あ
る

2006 年



つ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
は
、
歴
史
的
な
経
緯
、
文
化
、
風
土
や
自

然
的
、
地
理
的
条
件

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
規
模
に
こ
だ
わ
り
、
小
規
模
と

い
う
だ
け
の
理
由
で
解

消
の
対
象
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
分
権
改
革
の
中
で
掲
げ
ら

れ
て
き
た
「
自
己
決
定
、
自
己
責
任
」
と
い
う
理
念
に
沿
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す

中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
、
様
々
な

行
政
課
題
に
取
り
組
み
、
活
力
と
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
目
指

し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
祉
、
医
療
は
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
向
け
て
非
常
に
大
事

な
仕
事
で
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興
、
子
ど
も
達
が
の
び
の
び
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
な
ど
、
私
た
ち
の
地
域
に
も
課
題
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
村
民
の
皆
さ
ん
と
役
場
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
よ
り
よ
い
村
づ
く
り
に
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年
も
ご
家
族
み
ん
な
が
健
康
で
お

だ
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
て
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のあいさつ3



部活で、ペストメンバー

に入れるようにがんばり

たい。

字をきれいに書きたい。

絵をうまく描きたい。

あいさつをたくさんした

い。

もっと身長をのばした

い。

僕は、キャプテンとして

部活で東郡、県１位を目

標として達成させるよう

がんばっていきたい。

６年生になったら勉強を

がんばる。あと６年生に

なったら歴史をがんばり

たいです。

・野球の試合で６年生中

にホームランを２本く

らい打ちたい。

・通信簿で○を30個くら

いとりたい。

・逆立ちをできるように

なりたい。

来年の運動会でリレーの

選手になって全力を出し

て１位になりたい。

私か頑張りたいことは部

活と勉強です。部活では

いろんな大会で優勝した

い。勉強は一人勉強や発

表などをがんばりたい。

部活をがんばって東郡

１位になって、県大会出

場。

もっと字を丁寧に書い

て、算数の勉強をがんば

る。

私は、来年こそバスケッ

トで県大会へいきたい。

習字でたくさん良い賞

をとって、上手くなりた

し丶。

来年は、バスケの大会で

優勝できるようになりた

い。そしてむずかしい英

語も、やってみたいで

す。習字もうまく書ける

ようになる。

来年は、部活をがんばっ

て良いプレーができるよ

引こなりたいです。

ピアノの試験は合格した

い。

来年は、友達ともっと佳

良くしていきたいです。

あいさつや、勉強、部活

なども頑張りたいです。

いろんなことにチャレン

ジしたいです。

・部活で は来年は １つ

でも番号をあげたいで

す。

・来年は二重跳びを成功

させたいです。

・来年身の回りの整理整

頓をきちんとしたいで

す。

僕のチャレンジしてみた

いことは、体育で、馬と

びをがんばりたい。

今年の抱負　４

｢戌年｣

今年の主役は私たち

今年の抱負

木
村
こ
の
み
さ
ん

砂
田
秀
樹

く
ん

長
江
亨

く
ん

石
坂
美
樹
さ
ん

坂
本
沙
織
さ
ん

八
幡
美
穂
さ
ん

小
松
義
尚
く
ん

越
田
恵
さ
ん

福
士
か
れ
ん
さ
ん

坂
本
夏
美
さ
ん

越
田
雄
大
く
ん

青
木
和
さ
ん

佐
井
千
晶
さ
ん

青
木
剛
志
く
ん



部活でベストに入れるよ

引こがんばりたい。ポス

トではシュートをたくさ

ん入れれるようになりた

い。

部活のバッティングや守

備をもっとうまくなりだ

し‰

部活でライトの守備を守

りがんばる。

来年は漢字を全部暗記。

足を速くし、体力をつけ

る。

今年の抱負

・来年は野球の学童大会

でとりあえず１回戦を

とっぱしたい。

・来年６年生になったら

投手としてコントロー

ルとスタミナ、球速を

つけたい。

来年の抱負は、部活で試

合にでてみたいことと、

弟が１年生になるので、

やさしくしたいことで

す。

来年は、てつぼうでさか

あがりができるようにな

りたい。あいさつもちゃ

んとやりたい。

来年の抱負は、バスケで

ベストになること。最高

学年として低学年にやさ

しくすること。委員会を

ちゃんとやりたいです。

６年生になってがんばり

たい事は、勉強を全体的

にです。私は、毎日きち

んと･｡あいさつをする。

ぼくが目標としているこ

とは年下の人たちやお年

寄りの人たちに優しくし

てあげたいです。

私は、勉強で算数が苦手

なので、来年は、算数を

今よりがんばりたい。あ

と算数の文章問題もがん

ばりたい。

来年は、勉強で１日１回

は発表したい。習い事や

部活もがんばり、友達と

元気にすごしたい。

毎日家で何かの手伝いを

する。体力をつけたい。

来年習字で特選をとって

みたい。

６年生になってもテスト

や勉強をがんばりたい。

部活ではもっとがんばり

たい。みんなと仲良くし

て遊んだりしたいです。

６年生になったら、１度

でいいから、ペストメン

バーになってみたい。

私の来年の目標は、部活

や勉強をがんばりたい。

友達とも佳良くしたい。

運動力をもっとつけた

い。身長をもっとのばし

たい。

５
年
生
の
皆
さ
ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ｊ

福
井
聖
花
さ
ん

福
士
辰
将
く
ん

八
戸
景
子
さ
ん

中
村
杏
奈
さ
ん

山
舘
浩
樹
く
ん

高
田
聖
也
く
ん

寺
田
幹

く
ん

古
川
舞
子
さ
ん

南
桃
香
さ
ん

坂
本
百
佳
さ
ん

細
谷
樹
里
さ
ん

田
中
春
樹
く
ん

．福
基
薫

花
き
向

柿
崎
茉
実
さ
ん

青
木
真
優
さ
ん



蓬
田
村
の
人
事
行
政
の

運
営
等
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
人
事
行
政

の
運
営
な
ど
の
状
況
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
公
表
し
、
そ
の
公
正

性
や
透
明
性
を
高
め
る
た
め
地

方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
村
で
は
、
「
蓬

田
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の

公
表
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
毎
年
前
年
度
に
お
け
る

本
村
の
職
員
数
や
職
員
の
給
与

と
い
っ
た
職
員
に
関
す
る
情
報

を
、
公
表
し
ま
す
。

今
回
の
内
容
は
平
成
十
六
年

度
の
内
容
で
す
が
、
紙
面
の
関

係
上
、
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

①　職員の任免及び職員数に関する状況（平成16 年４月１日現在）

区　　　　　分 条例定数 現　　員 懦　　　考

村長の事務 部局 59 59

議 会 事 務 部 局 ２ ２

選 挙 管 理委 員 会 １ １

教 育 委 員 会 13 13

農 業 委 員 会 １ ０ 村長部局職員併任

計 76 75

（2） 職員の任免及び職員数に関する状況（平成16 年４月１日現在）

第２次定員適正化計画目標 ０ ６年度～21 年度）

平成16年４月１日職員数　Ａ 75人

平成21年４月１日職員数　Ｂ 62人

削減目標職員数　Ｃ（Ａ－Ｂ） 13人

目標削減率　　C/AxlOO n3 ％

進捗状況（平成17年４月１日職員数） 70人（▲５人）

（3） 人件費の状況（普通会計決算）

区　　分

住民基本台帳

人　　　　口

(年　度　末)

歳　出　額

Ａ

実 質 収 支

人　件　費

Ｂ

人 件 費 率

B/A

(備　　考)

15 年 度 の

人 件 費 率

16 年 度 3,439人

千円

2,545,839

千円

34,288

千円

639ﾕ51

％

25.1

％

27.7

（4） 職員の給与の状況（平成16 年４月１日現在）

一　　　般　　　行　　　 政　　　 職 技　　　 能　　　労　　　務　　　 職

平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢

円

349,600

円

372,402

歳

43.9

円

343,900

円

363,009

歳

45.3

独自削減として平成16年10月から等級に応じて２％～５％給料を減じて支給。

謳田村の人事行政　∂



（5） 職員手当の状況（平成16 年４月１日現在）

区　　　　 分 内　　　　　　　　　　　　　　　容 国

扶　 養　 手　 当

・配偶者　13,500円

・配偶者以外２人まで　6,000円

(職員に扶養親族でない配偶者がある場合
１人目　　　6,500 円)

(職員に配偶者がない場合

１人目　　　　11,000円)

３人目以降　5,000 円

満16 歳の年度初めから満22 歳の年度末までの

子 ‥ 匸L 人につき5,000円を加算

同　　　　じ

住　 居　 手　 当
自宅　　　　　　　　　　3,000円

借家・貸間　限度額　27,000円

自宅（新築・購人後５年間) 2,500円

借家・貸間は同じ

通　 勤　 手　 当
交通機関等利用者　　限度額　55,000円

自動車等利用者　2,000円～24,500円

同じ

特 殊 勤 務 手 当 保育士等手当　2,000円

時 間 外 勤 務 手 当 代休で対応し、支給なし。

期 末 ・ 勤 勉 手
当 の 支 給 割 合

期末手当　　勤勉手当

６月期　　　1.4 月分　　0.7 月分

12月期　　　1.6 月分　　0.7 月分

計　　　　3.0 月分　　1.4 月分

(独自削減として平成16年12月支給分から２％

～５％減じて支給)

支給割合同じ

退 職 手 当 支 給 率

自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　　21.0月分　　28.0875月分

勤続25年　　33.75月分　43.335 月分

勤続35年　　47.5月分　　60.99月分

最高限度　　60.0月分　　60.99月分

定年前早期退職特例措置

２％から20 ％加算

退職時特別特昇(平成17年１月１日廃止)

１人当たり平均支給額㈲ 年度退職者)

19,332千円

支給割合同じ

特例措置同じ

（6） 特別職の報酬等の状況

区　分
給料月額・報酬月額 期　末　 手　当

平 成16年４月１日現在 平 成16年８月１ 日以降 (平 成16 年度支給 割合)

村　 長 700,000 630,000

６月期　1.6月分

12月期　1.7月分

計　　3.3月分

助　 役 550,000 495,000

収 入役 520,000 468,000

教 育長 480,000 432,000

議　 長 282,000 253,800

副 議長 236,000 212,400

議　 員 225,000 202,500

（8） 職員の分限及び
懲戒処分の状況（平成16 年度実績）

区　　　分 処　　　　分　　　　者　　　　数

分限処分者数

懲戒処分者数

・平成16年度の処分者数　Ｏ人

・平成16年度以前から休職状態にあるもの

（心身の故障）　　１人

・平成16年度の処分者数　Ｏ人

蓬田村の人事行政

（7） 職員の勤務時間とその他の勤務条件

内　　　　 容 内　　　　　　　　 容

１ 週間の正規の勤務時間

１ 日の正規の勤務時 間

開始時刻

終了時刻

休息時刻

休憩時刻

40時 間

８時 間

８時15分

17時

12時～12時15 分、15時～15時15分

12時15分～13時

年 次有給休暇

取得 日数（１年 間）　　20 日

繰越限 度日数（１年 間）20 日

平均取得 日数(16年 度実績) 13.8囗

介 護休暇の取得状況 16年度実績　　　　 Ｏ人

育児 休業 取得状況 16年 度実績　　　　 １人

(9) 職員の研修実績( 平成16 年度実績)

研　　修　　名 延 べ 受 講 者 数

階 層 別 基 本 研 修
・主査研修　　　２　人

・課長研修　　　２　人

管 理 者 セ ミ ナ ー ・管理職層　　　10　人

そ の他の専門研修 ・担 当 者　　 ５　人

７



見
つ
め
な
お
そ
う
た
ば
こ
と
健
康

た
ば
こ

に
含
ま
れ
る
種
々

の
成
分
の
中
の
主
な
有
害
物
質

は
「
二
コ
チ
ン
」
「
タ
ー
ル
」

「
一
酸
化
炭
素
」
で
す
。
体

と
心
に
強
い
依
存
性
を
も
た
ら

す
二
コ
チ

ン
と

が
ん
の
発
生

を
助
長
す
る
物
質
が
た
く
さ
ん

入
っ
た
タ
ー
ル
、
体
を
軽
い
酸

欠
状
態
に
し
循
環
器
系
の
病
気

を
引
き
起
こ
す
一
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
、
た
ば
こ
の
煙
に
は
約

２
０
０
種
類
の
物
有
害
物
質
が

た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
は
、
血
液
を
ド
ロ
ド
ロ

に
し
血
管
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
す
る

た
め
、
動
脈
硬
化
を
促
進
し
下

記
の
よ
う
に
様
々
な
病
気
を
招

き
ま
す
。
た
ば
こ
関
連
の
病
気

は
、
残
念
な
が
ら
長
期
間
治
療

を
必
要
と
す
る
も
の
が
多
く
、

家
族
に
も
か
な
り
の
影
響
が
及

ぶ
た
め
自
分
だ
け
の
問
題
と
し

て
す
ま
す
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
ば
こ
は
、
早
死
に
（
が
ん
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
に
よ
る
）
を

引
き
起
こ
す
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な

の
で
す
。

ま
た
、
女
性
の
喫
煙
で
も
っ

と
も
心
配
な

の
が
、
妊
娠

や
出

産
に
関
す
る
影
響
で
す
。
低
体

重
児

の
出
産
や
早
産
、
流
産
な

ど
の
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

若
く
と
も
肌
荒
れ
や
シ
ミ
に
シ

ワ
、
歯
周
病
や
歯
の
汚
れ
、
出

産
後
は
子
ど
も
の
成
長
の
妨
げ

に
も
な

る
事

が
あ
り
、
晩
年
は

閉
経
が
早
く
骨
粗
鬆
症
に
な
り

や
す

い
等

、
女
性
に
と
っ
て
も

喫
煙
は
い
い
こ
と
ナ
シ
な
の
で
す
。

喫 煙が 招く 病気

た
ば
こ
を
吸
う
人
の
近
く
に

い
る
人
は
、
自
分
の
意
志
と
は

関
係
な
し
に
た
ば
こ
の
煙
で
汚

れ
た
空
気
を
吸
わ
さ
れ
て
い
ま

す
（
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す
）
。

た
ば
こ
の
煙
は
、
た
ば
こ
の
フ

ィ
ル
タ
ー
部
分
か
ら
出
る
「
主

流
煙
」
と
、
た
ば
こ
の
先
か
ら

出
る
「
副
流
煙
」
と
に
分
け
ら

れ
ま
す
が
、
実
は
副
流
煙
の
方

が
有
害
物
質
を
多
く
含
ん
で
い

る
た
め
、
副
流
煙
の
方
が
よ
ほ

ど
害
が
大
き
い
の
で
す
。
吸
わ

な
い
人
に
と
っ
て
、
た
ば
こ
の

煙
は
け
っ
し
て
心
地
よ
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
吸
わ
な

い
人
の
病
気
の
誘
因
と
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

親
が
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い

る
場
合
、
子
ど
も
が
気
管

支
炎
等
呼
吸
器
系
の
病
気

に
か
か
る
割
合
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

●
今
考
え
る
、
喫
煙
マ
ナ

ー
の
大
切
さ

こ
の
と
こ
ろ
、
た
ば
こ

に
関
す
る
考
え
方
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

健
康
に
害
を
与
え
る
ば
か

り
で
な
く
、
女
性
や
未
成

年
者
の
喫
煙
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
分
煙
マ
ナ
ー
を
定
め
た
健
康

増
進
法
（
平
成
1
5年
５
月
）
が

施
行
さ
れ
、
公
共
施
設
や
交
通

機
関
等
多
く
の
人
が
集
ま
る
場

所
で
、
分
煙
・
禁
煙
を
す
す
め

る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
て
、
村
で
も
よ
り
多
く

の
職
場
や
公
共
の
場
で
分
煙
・

禁
煙
を
実
施
す
る
取
り
組
み
は

じ
め
て
お
り
ま
す
。

喫
煙
か
ら
は
、
な
ん
の
メ
リ

ッ
ト
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

喫
煙
マ
ナ
ー
を
心
が
け
、
ど
う

か
一
刻
も
早
い
禁
煙
を
１
・

●
か
ん
な
ど
の
生
活
惘
惘
檳

の
予
防
に
な
り
ま
す
。

●
歯
が
き
れ
い
に
な
り
、
息

や
体
の
い
や
な
に
お
い
が

消
え
ま
す
。

●
食
事
が
お
い
し
く
な
り
、

ま
た
胃
の
不
快
感
が
な
く

な
り
ま
す
。

●
多
少
の
運
動
で
は
息
切
れ

し
な
く
な
り
ま
す
。

●
た
ん
や
せ
き
が
少
な
く
な

り
、
胸
苦
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。

●
血
行
が
よ
く
な
る
の
で
、

肌
が
き
れ
い
に
な
り
、
手

足
が
冷
え
な
く
な
り
ま
す
。

●
疲
労
回
復
が
早
く
な
り
、

よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

健康増進法 ～第25条～

｢学 校、体育 館、病院 、劇場 、観 覧場 、集 会場 、

展示場、百貨店 、事務所 、官公 庁施設、飲食店 、

その他多数の者 が利用 する施設 を管理する者は 、

こ れら を利用 する者 につい て 、受動喫 煙 を防

止 する ために必 要な措 置 を講 ずるよ うに 努め

なけ れば ならないJ　　　　　
Ｊ
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●
た
ば
こ
「－
本
病
気
の
も
と

●
早
死
に
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

「
た
ば
こ
」

●
吸
わ
な
い
人
に
も
た
ば
こ
の

害
が

た
ば
こ
を
や
め
る
と

い
い
こ
と
あ
り
ま
す



サ

ン

タ

さ

ん

う

た

を

う

た

っ

て

か

え

ろ

う

ね

☆
地
位
　
あ
け
ま
し
て
と
お
り
す
ぎ
た
ら
い
ぬ
が
き
た
　
　
　

「－
年
　
佐
　
藤
　
美
　
空

☆
人
位
　
冬
休
み
め
が
ね
が
く
も
っ
て
み
え
な
い
よ
　
　
　
　
　

５
年
　
坂
　
本
　
夏
　
美

●
五
客
　
ふ
ゆ
や
す
み
サ
ン
タ
お
じ
さ
ん
い
そ
い
で
る
　
　
　
　
２
年
　
下
　
山
　
北
　
斗

ま
っ
し
ろ
な
空
か
ら
大
き
な
ゆ
き
だ
る
ま
　
　
　
　
　
３
年
　
小
　
川
　
護
　
央

ふ
ゆ
や
す
み
お
わ
る
と
そ
こ
は
は
る
の
も
ん
　
　
　
　
２
年
　
太
　
田
　
隆
　
一

ふ
ゆ
休
み
犬
も
さ
わ
ぐ
よ
た
の
し
い
な
　
　
　
　
　
　
２
年
　
奥
　
村
　
礼
　
人

冬
休
み
そ
と
に
と
び
で
て
こ
ろ
ん
だ
よ
　
　
　
　
　
　

４
年
　
坂
　
本
　
純
　
也

●
佳
作
　
ふ
ゆ
や
す
み
お
お
き
な
そ
り
で
ツ
ル
り
ん
こ
　
　
　
　

２
年
　
吉
　
田
　
小
　
夏

冬
休
み
白
い
じ
ゅ
う
た
ん
き
れ
い
だ
な
　
　
　
　
　
　
５
年
　
細
　
谷
　
樹
　
里

雪
の
子
が
「
早
く
来
い
」
と
冬
休
み
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　
青
　
木
　
岬
　
野

冬
休
み
ま
だ
か
ま
だ
か
と
ま
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
５
年
　
八
　

幡
　
美
　
穂

冬
休
み
雪
が
ち
っ
て
る
ク
リ
ス
マ
ス
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　
八
　
幡
　
教
　
太

雪
だ
る
ま
加
わ
い
い
顔
に
し
ち
ゃ
お
う
よ
　
　
　
　
　

４
年
　
福
　
井
　
美
　
優

ふ
ゆ
や
す
み
ひ
と
つ
の
ゆ
き
が
ふ
っ
て
き
た
　
　
　
　
２
年
　
坂
　
本
　
　
廉

ゆ
き
だ
る
ま
お
お
き
く
な
っ
て
か
ま
く
ら
に
　
　
　
　
１
年
　
越
　
田
　
砧
　
斗

冬
休
み
そ
ら
か
ら
お
ち
る
け
っ
し
ょ
う
だ
　
　
　
　
　

２
年
　
小
　
松
　
愛
　
可

冬
休
み
知
ら
な
い
う
ち
に
終
わ
っ
て
る
　
　
　
　
　
　
５
年
　
八
　
戸
　
景
　
子

冬
休
み
ド
リ
ル
で
お
わ
る
日
々
だ
っ
た
　
　
　
　
　
　

６
年
　
水
　
浪
　
柚
　
香

冬
休
み
宿
題
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
よ
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　
小
　
山
　
智
　
暖

冬
休
み
初
日
に
宿
題
全
部
や
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　
高
　
田
　
き
ら
ら

おかじょうき
川柳社

八戸

むさしさん

選 評

難

か

を
冬
に
　
　

読
し

な

ば
　
　

句
ん

け
そ

い

普

が

に`

は

る
　
　

が
冬
て

ん

い

は

だ
選

・
う

≒
　

を
て

ら
ん
　
　

な
さ
あ

・
と

は
日

り
日

犬

あ
　
　

味
は
し

さ

た

な

Ｊ

°
で

た
よ

紅
　

句

つ
い

が
　
　

ぎ
じ
Ｆ

と

た

の
の

ま
の

・
も
　
　

た
方
に

美

み

う

み

す

昧
し

い
だ
　

の
な

が
も
　
　

し
お

こ
こ

き
Ｉ

通
つ

通
一
と
　
　

け
の
み

夏

る
ろ

休
ま

意
ま

な

く
　

こ
く

明
次
　
　

ふ

・
穴
の

が

る
普

・
普
と
こ
　
　

ぼ
か
し
　
｀
あ

く

冬
い

い
き

の
で
　

の
し

説

゜
　
　

｀
ね
し
日

犬

来
ら

と
と

だ

の
　
　

と
ほ

楽
ど

が
つ

Ｆ

思

広

だ
故
し
　

ん
楽

・
す
　
　

ん
た
ま

元
ら

が

か
こ

る
ん

年
　
　

の

゜
く
け

か
で

題
と

り
た

事

ご
　

さ

｀
た
で
　
　

さ
し

え

は
た

犬

だ
う

ぎ
う

う

゜

句
い

ご
だ

何
５

の

だ

な
い

過`
　

望
き

し

句

゜

空
ま
考
Ｊ

ぎ
討
と

い

過

や
ぬ
ど
　

の
し

す
う

な

・

回

つ
か
で

中

く
　

美
と

ま
い

ね
　

美
り
う

て
過

は
こ

と

が
ち

い
け
　

こ
ら

を
よ

別
ワ

今
か

せ`

み
し
　
　

だ

い
い

て
　
　

作
こ

し
が

の
の

た
日

つ
ぐ
だ
　
　

ば
み

る
は

。

し

ら

さ
休

楽
　

匹

ん

ま
い

つ
　

匹一
を
は

ま

れ
う

通
き

元
な

戌
ん
　
一ｍ一
す

休
い

に
５

県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

11 月 中 年 累 計

死

者

の

状

態

飲 酒 運 転 に よ る 死 者
８人
卜 ｍ

発

生

780件

(＋26)

7,52胼

卜275)

高　 齢　 者　 の　 死　 者

～ ６５ 歳 以 上 の 人 ～

39人

卜 ２）

シ

１

卜

ベ

ル

ト

自 動 車 乗 車 中 の 死 者
40人

卜13 ）死

者

5 人

卜2 ）

77人

卜21 ）

非　　　着　　　用　　　者
17人

卜14 ）

傷

者

992人

卜19 ）

9,485人

卜370 ）
着用していれば助かっ

たと思われる人

７人

卜13 ）

※（　）内は前年比。累計は１月から。速報のため後日変更することがあります。

児童川柳／県内の交通事故概況

天
位

２
年

加

藤

美

望

さ
ん

児童川柳 ペンシル
題「冬休み」

8



お知 ら せ

局報情

年
末
年
始
の

休
み
に
つ
い
て

▼
役
場
1
2月
2
9日

（
本
）
か
ら

１
月
３
日
（
火
）

▼
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
バ
ス

1
2月
肌
日

（
土
）
か
ら

１
月
３
日
（
火
）

▼
よ
も
ぎ
温
泉

1
2月
3
1日

（
土
）
か
ら

１
月

―
日
（
日
）

▼
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

1
2月
2
9日

（
木
）
か
ら

１
月
３
日
（
火
）

▼
診
療
所

1
2月
3
1日

（
土
）
か
ら

１
月
３
日

（
火
）

僵

錙

潘

『
。鏖

旺

屎
ｔ

齟
一万
　

ｊ

。

入

所

申

込

み

受

付

平
成
1
8年
４
月

―
日
か
ら
蓬

田

保
育
園
へ
新
規
入
所
を
希
望

す
る
方
の
受
付
を
行

い
ま
す
。

◆
受
付
期
間

平
成
1
8年
１
月
1
0
日

（
火
）

～
１
月
3
1
日

（
火
）

午
前
８
時
1
5
分
～
午
後
５
時

◆
受
付
場
所

役
場
　

住
民
生
活
課
福
祉
班

◆
対
象
児
童

Ｏ
歳
～
小
学
校
就
学
前
児
童

◆
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
保
険
証

（
カ
ー
ド
の
場
合

は
家
族
全
員
分
）

・
平
成
1
7年
分
源
泉
徴
収
票

又
は
、
確
定
申
告
書
の
写

し
（
後
日
提
出
可
）

・
平
成
1
7年
１
月
２
日
以
降

に
蓬
田
村
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、
前
住
所
地
の
平
成

1
7年
度
住
民
税
課
税
証
明

書

◆
期
間
内
に
事
情
に
よ
り
申
込

み
で
き
な
い
方
は
前
も
っ
て

ご
連
絡
下

さ
い
。

◆
蓬
田
保
育
園
以
外

の
保
育
園

（
所
）
　へ
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
も
申
込
み
が
必
要
と
な

役
場
　
住
民
生
活
課
　
福
祉
班

公
２
７
－
2
1
1
1

産
業
廃
棄
物
税
は
、
事
業
者

が
排
出
す
る
産
業
廃
棄
物

二

般
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
は
含

ま

れ
ま
せ

ん
。
）
　の
発
生

の
抑

制
や
そ
の
減
量
化

、
再
生
利
用

そ
の
他
適
正
処
理
の
促
進
の
た

め
の
費
用
に
充
て
る
た
め
に
導

入
さ
れ
た
県
の
税
金
で
す
。

税
率
は
、
最
終
処
分
場
へ
の

産
業
廃
棄
物

の
搬
入
に
対
し
、

そ

の
重
量
Ｉ

ト
ン
に

つ
き

Ｉ
。

０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
最

終
処
分
業
者
に
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
を
委
託
し
た
事
業
者

や
自
ら
そ
の
産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
を
行
う
事
業
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

‘
県
政
モ
ニ
タ
ｌ
募
集

県
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

じ
て
県
民
の
皆
様
か
ら
意
見

・

要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
施
設

の
企
画

・
立
案
の
参
考
に
す

る

た
め
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
満
2
0歳

以
上
の
方

（
議
員
、
公
務
員
、
行
政
相

談
委
員
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
モ
ニ
タ
ー
、
平
成

1
3年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
し
か
方
は
除

く
。
）

○
募
集
人
員

8
0名
程
度

○
期
間
平
成
1
8年
４
月
下
旬
か
ら
お

よ
そ
２
年
間

○
仕
事
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答

（
年
４
回
位
）

○
応
募
方
法

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
（

ガ
キ
、
封
書
又
は
Ｅ

メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

○
必
要
事
項

一
丁
住
所

、

氏
名

（
ふ
り

が

な
）
、
性
別
、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
、
希
望
す

る
理
由
、
各
種
モ
ニ
タ
ー
の

経
験
、
あ
れ
ば
携
帯
番
号
以

外
の
ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

○
応
募
締
め
切
り

平
成
1
8年
１
月
3
1日

（
火
）

（
当
日
消
印
有
効
）

○
結
果
通
知

平
成
1
8年
３
月
末
ま
で
に
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

○
そ
の
他

１
年

ご
と
に
記
念
品
を
贈
呈

雪
国
の
冬
、
白
銀
の
世
界
な

ど
と
呑
気
な
こ
と
は
い
っ
て
ら

れ
ま
せ
ん
。
晴
れ
間
を
み
て
雪

下
ろ
し
、
大
変
の
労
働
で
す
。

で
も
雪
下
ろ
し
で
電
気
の
引
き

込
み
線
を
切
っ
た
等
の
事
故
が

時
々
起
き
て
お
り
ま
す
。
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

1

0

お知らせ情報局

雪
下
ろ
し
で
は
電
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平 成18 年 度　 発 掘 作 業 員　 募 集 案 内

青森県埋蔵文化財調査センターでは、遺跡の発掘調査を行う作業員を募集します。

１　募 集 す る 職

発掘作業員　［主な仕事内容］発掘調査現場における掘削作業等。

２　応　募　資　格

野外作業が出来、心身ともに健康な方で、蓬田村に居住し、平成18年３月末日現在で満60歳までの方。

（応募者多数の場合は、青森県埋蔵文化財調査センターで選考します。）

３　勤　務　場　所

蓬田村山田（２）遺跡外発掘調査現場（蓬田村瀬辺地字山田外）

４　採 用 予 定 数52 名

５　応　募　方　法

所定の書類等に必要事項を記入のうえ、平成18年１月31日（火）までに

蓬田村教育委員会教育課（担当　工藤由紀子）へお申込みください。

［所定の書類等］　ア　登録願１通（蓬田村教育委員会にあります）

イ　健康に関する調書（蓬田村教育委員会にあります）

ウ　履歴書１通

６　雇　用　期　間　　平成18年４月25日～10月27日（予定）

７　待　　　　　遇

ア　賃　　金　日額　6,800円（半日勤務の場合は半額）

イ　勤務時間　午前８時30分から午後５時15分まで

ウ　休　　日　土・日・月曜日、祝祭日、雨などの悪天候日等

エ　そ の 他　労災保険は加入になりますが、雇用保険には加入できません。

８　お問い合わせ

蓬田村教育委員会教育課（担当　工藤　由紀子）　電話0174 － 31 － 3111

青森県埋蔵文化財調査センター

発掘作業員募集担当（工藤　総括主幹）電話017 － 788 － 5701

１月行事予定表

お知らせ情報局／１月行事予定表11

開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時　　間 担　　当

１／４ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター ９ 二00 教 育 委 員 会

９ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 々

そば打ち研鑚会 ふるさと総合センター 17 二00 そば打ち研究会

11 水 陶芸教室 ク 9 :00 教 育 委 員 会

16 月 書道教室 中　央　公　民　 館 9 :00 ク

18 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 ク

22 囗 そば打ち研鑚会 ク 10 : 00 そば打ち研究会

23 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30 教 育 委 員 会

25 水 陶芸教室 ふるさと総合センター ９ 二00 ク

30 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30 々

一蓬田村山田（２）遺跡外－



戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

11月30日現在 前月比

総人口　3,481人　(+  4)

男　　1,644人 （　O ）

女　1,837 人(+  4)

世帯数　1133世帯（+7）

船橋 たいが　　幸　太虎
（
菜津子

長男

ご結婚おめでとうございます

（ 村上　昭博　　　（蓬　　 田）
長谷川香織　　 （青 森 市）

掛村　ツヨ（郷　　沢　94歳）

越田　弘榮（瀬 辺 地　81歳）

田中　　十（広　　 瀬　85歳）

平 成18 年 １ 月 発 行　 通 巻357 号

編 集 発 行　 蓬 田 村 総 務 課 企 画 班

〒030-1211

青 森 県 東 津 軽 郡 蓬 田 村 蓬 田 汐 越1 －3

TEL　0174-27-2111

FAX  0174-27-3255

http://ｗｗｗ.net.pref.aｏｍｏri.jp/yomogita/

印 刷 ： 青 森 コ ロ ニ ー 印 刷

学校へ行けない子どもの苦しさって

どんなだろう ？

不登校の子どもは、心の成長の助走期にあり、家族をはじめ周りの

人は、ゆとりを持って対応する必要があります。不登校がはじまって

も、強＜叱るなどして登校を強制したり、

すぐに専門家だけに任せてしまうべきでは

ありません。不登校の起こった原因や背景

を知るためにも、まずは親が落ち着き、子

どもの訴えに対して十分に耳を傾ける必要

があります。親があわててしまうことは、

子どもにとっても大きなストレスになるからです。不登校の子どもの

多＜は「学校に行きたいのに行けない」という葛藤を抱えています。

まずは家庭を、子どもがくつろぎ、安心できる居場所となるよう心が

けましよう。不登校の克服には、さまざまな道筋があります。子ども

の個性にあわせて、どのような方向をとるか、一緒に考えながら柔軟

に対応していきましょう。もちろん、学校や地域の相談機関などにも

連絡を取りつつ対応することも大切です。

家庭教育手帳より

開設日時　　毎週月・木曜日（祝日を除く）　１０時～１６時

TEL　0174-31-3111

メール　yomo-ks3@net.pref.aomori.jf;:）

戸籍の窓口／傘松川柳同好会　/２

子育てサポートセンターだより

お誕生おめでとうございます

おくやみ申し上げます

お問い合わせ…

役場総務課企画班

(2527  ― 2111)

あ と12 区 画 ！

広報よもぎた
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